
Copyright

１１１１１１１１．．．． 基本基本基本基本のたしかめのたしかめのたしかめのたしかめ
１ 次の計算をしなさい。→同類項の計算！

(1) ３ｘ－７ｙ＋４ｘ (2) ８ａ－ｂ－７ａ＋２ｂ

(3) －５ｘ＋９ｙ＋３ｘ－８ｙ (4) ３ｘ

２

－５ｘ－２ｘ

２

＋ｘ

２ 次の２つの式をたしなさい。また、左の式から右の式をひきなさい。→ｶｯｺをはずす！

(1) ３a＋２ｂ，ａ－４ｂ (2) ｘ－４ｙ，－２ｘ＋３ｙ

（たす） （たす）

（ ）＋（ ） （ ）＋（ ）

（ひく） （ひく）

（ ）－（ ） （ ）－（ ）

３ 次の計算をしなさい。（筆算）→ひき算は、符号を変えてたし算に！

（1） ３ｘ＋４ｙ （2） ａ－２ｂ

＋） ２ｘ－２ｙ －） －ａ－３ｂ

４ 次の計算をしなさい。（分配法則）→符号に注意して、カッコをはずす！

(1) ５（４ａ－５ｂ） (2) ５ｘ＋２（ｘ－２ｙ）

(3) ２（２ｘ－ｙ）＋（５ｘ－ｙ） (4) ３（ｘ＋ｙ）－３（ｘ－ｙ）

５ 次の計算をしなさい。（乗法・除法）→わり算は、分数にして約分！

(1) ２ａ×（－９ｂ） (2) （－４ｘ）×（－５ｙ）

(3) （－２ｘ）

２

(4) １２ａｂ÷３ａ

(5) ３ｘ

２

÷ｘ (6) （－６ｘ

２

)÷２ｘ

６ ２つの整数がともに偶数のとき、その和は偶数になることを、次のように説明した。

にあてはまる式を入れなさい。

ｍ、ｎを整数とすると、２つの偶数は、 ア 、 イ と表される。

このとき、２数の和は、

ア ＋ イ ＝ ウ (ｍ＋ｎ）

ｍ＋ｎは整数だから、これは偶数である。

つまり、２つの偶数の和は偶数である。

ア イ ウ

７ 次の等式の変形をしなさい。

２ｘ＋ｙ＝５ を ｙ について解きなさい。


